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ました。2024年6月に依頼を受け、同年12月に実施しました。

紙芝居形式にしたのは、かねてから紙芝居による消費者教育に関心を抱いていたこと、そして子

どもたちに伝わりやすい媒体であると思ったからです。近年、デジタルの動画などが主流ですが、

あえてアナログな紙芝居を作成したことは意味があります。紙芝居は、子どもたちのペースに合わ

せ表情を見ながら進めていくことができますし、読み手の声や思いを通じて、子どもたちはより想

像力や共感力を高めることができると思うからです。この点は完成された動画にはない良さだと思

います。

おつかいを頼まれたパンダが、スーパーで様々な産地の野菜があることに気付いて地産地消につ

いて学んだり、ビュッフェに出かけて食べ残しから食品ロスについて知ったりするストーリーで、

８分ほどで読み進めます。

▶紙芝居を作成するにあたって意識された点、制作時の工夫などはありますか。

今回の取組では、２時間という限られた時間の中でいかにして子どもたちにエシカル消費につい

て理解してもらえるかを考え教材を作りました。授業はパワーポイント教材を中心に進めていき、

導入部分でまず「エシカル生活とはどういうものなのか」をイメージしてもらうため、紙芝居を作

ることにしました。実際の授業で子どもたちはとても楽しそうに紙芝居を鑑賞し、つかみとして効

果的だったと実感しました。

本紙芝居は、ストーリーをもとに職員のオリジナルイラストや、フリー素材などを切り貼りし作

成しました。その技法であれば、プロの技術は必要なく完成までのハードルは高くないと思いま

す。皆様お忙しい中消費者教材を作成するのは大変かもしれませんが、地域に合ったテーマのオリ

ジナル教材ができたなら、参加者はきっと喜んでくれると思います。

母親からおつかいを頼まれた「パンダちゃん」。同じピーマンでも、市内産だけでなく県内産や海外産も
売られていることを知り、その選択に迷う。地場産の紹介では、大分県で伝承されている民話の主人公、
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さんが登場。臼杵市出身であることにちなみ、臼杵市の地域性を積極的に出すことで、地産地消を
地元の子どもたちにも分かりやすく表現している
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地場産の商品は地元の経済を動かすことや、運送距離が短いため、環境に優しいことを伝え、子どもたち
に地産地消への理解を促す

紙芝居「今日からはじめるエシカル生活」読み原稿より抜粋。ページごとに読み原稿が準備されているた
め、誰でも簡単に本教材を使うことができる

▶講座の実績、受講者の属性などを教えてください。

紙芝居を使った出前講座は、今のところ今回実施した講座の１回だけです。講座は「私がつくる

地球の未来―はじめまして、エシカル消費―」というタイトルで開催し、地域の小5・小6の児童

21名が参加しました。次に紹介する「お買い物ゲーム」と併せて行うことで、より実践的な学び

につなげることができました（詳細は以下に掲載）。紙芝居は、制作してからまだ日が浅いため活

用事例は少ないですが、今後も出前講座を中心にさらなる活用を図る予定です。
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出前講座事例紹介 
「私がつくる地球の未来―はじめまして、エシカル消費―」の特徴と工夫ポイント

POINT 1 お買い物ゲームのグループワークで主体的にエシカル消費を考える

エシカル消費についてより効果的な学びにつなげるため、ゲーム形式でのグループワークも実践

しました。まずはパワーポイントでエシカル消費とは何かを説明し、上記の紙芝居を読みました。

ここで紙芝居を読むのは、まだエシカル消費をよく知らない子どもたちに、興味関心をもってもら

うためのきっかけづくりが目的です。それからグループワークに移ります。グループワークは、大

分県の郷土料理である「団子汁」を作るための「お買い物ゲーム」です。１グループ1,000円の

予算の中で、4つのミッションが書かれた「ミッションシート」に沿って買い物をします。買い物

の前・中・後のそれぞれの時点で、エシカル消費の視点で何を考えて買い物をする必要があるかを

グループ内で話し合ってもらいます。この時、最初の説明や紙芝居の内容が、実践を通して参加者

の中に落とし込まれて行きます。実際、買い物前であれば、「この材料は家にあるから買わなくて

いい」や「エコバッグを持参する」といった意見が出されました。最後は、各グループでミッショ

ンシートをシェアして、他のグループの意見に耳を傾けました。

グループワークの様子

POINT 2 小道具をつくって楽しさとリアリティを演出

お買い物ゲーム用に、冷蔵庫や野菜や肉の小道具を用意しました。イラストを実際の大きさに拡

大して切り抜いたものです。お肉はラップをかけてよりリアルにするなど、工夫しました。野菜も

肉も外国産・国産・大分県産など産地違いを用意して、どれを選ぶか考えてもらいます。
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「お買い物ゲーム」の様子

POINT 3 「私たちのエシカル宣言」で自分事に

最後は一人ひとりに「私たちのエシカル宣言」を考えてもらいました。大きな紙に大きな字で

「私はこれから○○○することを宣言します」と書いてもらい、頭上に掲げて講座を終えました。

みんなとても現実的で素敵な宣言を考えてくれました。

「私たちのエシカル宣言」の様子

▶講座を受講した子どもたちの反応はいかがでしたか？

紙芝居を出した時の子どもたちの反応がとても良くて、やはり子どもは紙芝居が好きだと感じま

した。

地産地消にも、子どもたちはとても興味を持ってくれました。臼杵市は「有機の里うすき「ほん

まもん農産物」」という独自の認証制度を行っています。「住んでいる地域でつくられた農産物を




